
平成22年（2010）7月22日
No.21

24

議会活動・編集後記
平成22年（2010）7月22日

No.21

●議会の動き
●委員会報告
●請願・陳情・意見書
●一般質問

………………………2
………………………3

………………7
…………………………8

●行政視察報告
●採決の結果
●議会活動・編集後記

……………………21
………………………22

……………24

いずも市議会だより　第21号
発行日／平成22年（2010）7月22日
編集／広報委員会　発行／出雲市議会
TEL21-6579  FAX21-6251

市民参加の出雲オペラ「椿姫」

議会に関してのお問い合わせは

〒693-8530　出雲市今市町70

出雲市ホームページの中の  出雲市議会  をクリック

TEL：（0853）21-6579
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/

メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

FAX：（0853）21-6251

出雲市議会事務局

議会活動 (4月～6月に開催された会議）

4月  2日(金)
4月  6日(火)
4月14日(水)
4月19日(月)
4月20日(火)
4月22日(木)
23日(金)

4月28日(水)
4月30日(金)

5月13日(木)
5月20日(木)
5月26日(水)
27日(木)

広報委員会
広報委員会
文教厚生委員会協議会
出雲・斐川合併特別委員会
理事会

中国市議会議長会定期総会

環境経済委員会協議会
議会運営委員会
全員協議会
出雲・斐川合併特別委員会
文教厚生委員会協議会
全国自治体病院経営都市議会協議会定期総会
出雲・斐川合併特別委員会

全国市議会議長会定期総会
 

5月28日(金)
5月31日(月)
6月  1日(火)
6月  2日(水)

6月  7日(月)

6月14日(月)
6月15日(火)
6月16日(水)
6月23日(水)
6月25日(金)

6月28日(月)

人権同和問題議員研修会
議会運営委員会
建設水道委員会協議会
全員協議会
理事会
議会運営委員会
全員協議会
全員協議会
総合交通対策特別委員会
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
議会運営委員会
全員協議会
神戸川発電用水検討協議会
文教厚生委員会協議会
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原
　
　
隆
利

飯
塚
　
俊
之

板
垣
　
成
二

狩
野
　
正
文

小
村
　
吉
一

山
根
　
貞
守

川
上
　
幸
博

広
戸
　
恭
一

直
良
　
昌
幸

勝
部
　
順
子

多
久
和
康
司

古
福
　
康
雅

坂
根
　
　
守

山
代
　
裕
始

編
集
後
記

　
時
折
、
晴
間
も
あ
り
ま
す
が
典
型
的
な

梅
雨
空
が
続
き
ま
す
。
九
州
地
方
を
は
じ

め
全
国
的
に
お
い
て
、
長
雨
や
ゲ
リ
ラ
的

な
豪
雨
が
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
今
の
と
こ
ろ
出
雲
市
内
に
お
い
て

は
大
き
な
被
害
も
無
く
何
よ
り
も
有
難
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
終
戦
の
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
五
年
目

の
今
年
の
夏
は
、
斐
川
町
と
の
合
併
協
議

会
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
国
内
に

お
い
て
は
、
家
畜
の
口
蹄
疫
の
発
生
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
善
戦
し
た
日
本
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
、
改
選
を
迎
え
た
参
議
院
選

挙
、
大
相
撲
界
の
野
球
賭
博
事
件
な
ど
、

話
題
も
豊
富
な
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
さ
き
の
大
戦
に
よ
る
、
あ

ま
た
先
人
の
貴
い
犠
牲
を
胸
に
、
「
復
興

日
本
」
の
悲
願
を
達
成
し
、
今
踊
り
場
に

立
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
市
議
会
も
厳
し
い

行
財
政
運
営
の
続
く
中
、
「
地
域
再
生
」

に
向
い
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
六
月
定
例
議
会
の
様
子
を

中
心
に
本
紙
21
号
を
編
集
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員

直
良
昌
幸

　条例や予算など議会が議決すべき事項について、特に緊急を要する
ため、時間的に議会を開く余裕がないときなどに、市長が議会に代わっ
て決定することをいいます。
　専決処分したときは、次の議会で必ず承認を得ることとされています。

専 決 処 分
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6月定例市議会　報告

議会の動き

平成22年度
開会　平成22年（2010）6月7日（月） 閉会　平成22年（2010）6月25日（金）

平成22年度一般会計6月補正予算

区　分

一般会計

補正前予算 ６月補正後予算

62,066,173 1,326,000 63,392,173 △2.6％

補正予算額 対前年度6月
補正後予算比

単位：千円

会期19日間

６月  7日（月）
10日（木）
11日（金）
14日（月）

15日（火）

本会議(開会、議案上程・説明)
本会議(一般質問・1日目)
本会議(一般質問・2日目)
本会議(一般質問・3日目、議案質疑、
委員会付託)
出雲・斐川合併特別委員会

認可保育所施設整備費補助《新規》
コミュニティセンター施設整備
道路整備事業
移動通信鉄塔施設整備事業

541,627千円
196,220千円
330,700千円
45,300千円

市街地水害解消対策事業
消防自動車等更新事業《新規》
松くい虫対策事業
体育施設整備費

9,100千円
70,560千円
70,200千円
36,900千円

など

６月16日（水）
17日（木）
18日（金）
21日（月）
22日（火）
25日（金）

総務委員会 
文教厚生委員会
環境経済委員会
建設水道委員会
予算特別委員会
本会議(委員長報告、討論、採決、閉会)

第1回 出雲市議会(定例会)会期日程

平成２２年度（2010）出雲市一般会計第２回補正予算を
可決するなど、３０議案を議決しました。

　６月定例市議会では、執行部から２９件の議案が提案されました。その内容は、
「出雲市税条例の一部を改正する条例」などの専決処分の承認について５件、「平
成２２年度(2010)出雲市一般会計第２回補正予算」の予算案件１件、「出雲市安全
で安心なまちづくり条例の一部を改正する条例」などの条例案件８件、「出雲市定
住自立圏形成方針について」などの単行議決案件１２件、「出雲市教育委員会委員
の任命について」などの人事案件３件が提案され、すべての議案を原案のとおり
可決または同意しました。
　議員提出議案としては、「日米ＦＴＡ（自由貿易協定）、日豪ＥＰＡ（経済連携協定）
に対する意見書」を提出し、原案のとおり可決しました。

　６月補正予算は、待機児童解消のための認可保育所５園に対する施設整備費補助をはじ
めとする国・県の補助金等の内示に伴うもののほか、コミュニティセンターの施設整備など
地域経済の活性化や安全安心なまちづくりにつながる施設設備の整備予算などを補正す
るものです。

６月補正予算主要事業

議会の動き
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審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
専
決

処
分
の
承
認
を
含
め
条
例
案
件
六
件
、
単

行
議
決
案
件
二
件
で
す
。
市
町
村
た
ば
こ

税
の
税
率
引
き
上
げ
な
ど
に
伴
い
、
出
雲

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
は
承
認
し
ま
し
た
。
一

部
の
委
員
か
ら
、
上
場
株
式
等
の
配
当
及

び
譲
渡
益
に
か
か
る
措
置
に
つ
い
て
反
対

と
の
理
由
に
よ
り
承
認
す
べ
き
で
な
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
第
九
号
「
出
雲
市
新
築
住
宅
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
緊
急
経
済
対

策
の
一
環
と
し
て
、
新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
一
部
に
つ
い
て
課
税
免
除

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
新
築
住
宅

の
取
得
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
一
層
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
新
た

に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
案
件
に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た

案
件
は
、
専
決
処
分
の
承

認
を
含
め
議
案
三
件
、
請

願
二
件
、
陳
情
一
件
で
す
。

　

議
第
六
号
「
出
雲
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

保
険
料
賦
課
総
額
の
算
出

方
法
に
関
し
、
条
例
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
二
号
「
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
公
費
助
成
を
求
め
る
請
願
」
は
、
予
防

ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
市

と
し
て
公
費
助
成
を
す
る
こ
と
と
、
国
に

助
成
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
採
択
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

陳
情
第
一
号
の
一
「
出
雲
市
農
業
振
興

施
策
確
立
に
関
す
る
陳
情
・
給
食
に
お
け

る
地
元
食
材
の
更
な
る
使
用
お
よ
び
米
粉

の
需
要
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
産
の

米
の
需
要
拡
大
や
、
水
田
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
米
粉
を
利
用
し
た
パ
ン
を

学
校
給
食
に
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
採
択
し
ま
し
た
。

新築中の住宅

さらに地元食材を使った学校給食メニューに

地元食材の活用

委員会報告

常
任
委
員
会
報
告

新
築
住
宅
の
取
得
を
支
援
し
、

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を

総
務
委
員
会

学
校
給
食
に
地
元
食
材
の
さ
ら
な
る
使
用
な
ど
を

　

求
め
る
陳
情
を
採
択

文
教
厚
生
委
員
会

最初の３年間 120 ㎡までの固定資産税が減額及び免除されます。

課税額が
決定

地方税法に
よる減額

地方税法による減額
+出雲市の新しい制度

新築住宅に対する固定資産税の課税免除制度の概要
（140㎡の住宅の例）
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議
第
十
二
号
「
出
雲
市
・
斐
川
町
南
神

立
橋
区
間
管
理
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」
は
、
両
市
町
の
組
織
改
組
な
ど
に

よ
り
、
所
管
部
署
な
ど
が
変
更
と
な
っ
た

た
め
、
規
約
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
第
二
十
号
「
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て
」
及
び
議
第
二
十
一
号
「
市
道
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
」
は
、

県
道
出
雲
イ
ン
タ
ー
線
な

ど
の
築
造
及
び
市
道
十
六

島
線
の
区
域
変
更
に
伴
い

市
道
八
路
線
を
廃
止
し
、

あ
ら
た
め
て
八
路
線
を
認

定
し
、
ま
た
、
株
式
会
社

ダ
イ
ハ
ツ
メ
タ
ル
か
ら
道

路
の
寄
付
を
受
け
、
市
道

認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

陳
情
第
二
号
「
斐
伊
川

放
水
路
の
高
水
敷
等
に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
陸
上
競
技

用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
に

活
用
で
き
る
コ
ー
ス
の
設

置
を
求
め
る
陳
情
」
は
、

国
が
設
置
す
る
管
理
用
道

路
を
利
用
し
た
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
な
ど
が
出
来
る

よ
う
整
備
し
、
あ
わ
せ
て

ト
イ
レ
、
給
水
施
設
、
駐

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
条
例

案
件
二
件
、
単
行
議
決
案
件
六
件
、
請
願

一
件
及
び
陳
情
一
件
で
す
。

　

請
願
第
三
号
「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ(

自
由
貿

易
協
定)

お
よ
び
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ(
経
済
連
携

協
定)

交
渉
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
」
は
、
新
た
な
農
産
物
貿
易

ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
生
産
現
場
が
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
自
由
貿
易
を
原

則
と
す
る
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
締

結
問
題
が
、
生
産
者
に
不
安
と
動
揺
を
与

え
て
い
る
た
め
、
食
料
自
給
率
の
向
上
お

よ
び
安
定
し
た
食
料
の
確
保
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

持
続
可
能
な
農
業
の
基
盤
づ
く
り
、
ま

た
、
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
に

向
け
て
の
施
策
を
求
め
、
こ
れ
ら
が
担
保

さ
れ
た
後
に
、
適
切
な
水
準
の
国
境
措
置

を
確
保
し
た
う
え
で
、
新
た
な
農
産
物
貿

易
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
を
要
望
す
る

内
容
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
、
国
の
農
業

政
策
の
動
向
を
見
極
め
る
意
味
で
も
、
さ

ら
に
時
間
を
か
け
て
、
内
容
を
検
討
す
る

た
め
、
継
続
審
査
と
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

車
場
の
整
備
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
採
択
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
一
部
の
委
員
か
ら
趣
旨
採
択
あ
る
い

は
不
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

神戸川の現地を視察

委員会報告

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に

　

対
す
る
意
見
書
の

　
　

提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択

環
境
経
済
委
員
会

高
水
敷
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置
を

　

求
め
る
陳
情
を
採
択

建
設
水
道
委
員
会

ＥＰＡ（経済連携協定）とは
（Economic Partnership Agreement）
協定構成国間での、物やサービス
の貿易自由化だけでなく、投資の
自由化、人的交流の拡大、協力の
促進など、関税の原則撤廃に加え
て、投資や人の移動、技術協力な
どの幅広い分野を含む協定のこと
です。

ＦＴＡ（自由貿易協定）とは
（Free Trade Agreement）
協定構成国のみを対象として物や
サービスの貿易自由化を行い、二
国間等で関税を相互に原則撤廃す
ることを取り決める協定のことで
す。
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審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、
補
正

予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
案
件
二
件
と
、

議
第
一
号
「
平
成
二
十
二
年
度
出
雲
市
一

般
会
計
第
二
回
補
正
予
算
」
の
三
件
で
す
。

　

補
正
予
算
の
編
成
方
針
な
ど
の
総
括
的

質
疑
を
は
じ
め
、
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い

て
質
疑
を
行
い
、
慎
重
に
審
査
を
し
ま
し

た
。

　

議
第
一
号
「
平
成
二
十
二
年
度
出
雲
市
一

般
会
計
第
二
回
補
正
予
算
」
は
、
歳
入
歳

出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
十
三
億
二
千
六
百
万

円
追
加
し
、
予
算
総
額
を

六
百
三
十
三
億
九
千
二
百
十
七
万
三
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら

は
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
評
価
委
員
会
に
つ
い
て
、

ハ
ー
ド
事
業
を
聖
域
化
し
て
い
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
否
決
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
に
は
、
委
員
か
ら
の
指
摘
・
要

望
事
項
に
留
意
し
、
適
切
な
予
算
の
執
行

に
あ
た
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
事
業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質

疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
評
価
委
員
会
開
催
費
な
ど

の
行
政
改
革
推
進
費
】

　

市
長
の
施
政
方
針
で
表
明
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
現
在
の
市
の
財
政
状
況
等
を
考

え
れ
ば
、
事
務
事
業
を
検
証
し
、
見
直
す

た
め
に
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
回
は
主
に
市
単
独
予
算
の
ソ

フ
ト
事
業
を
対
象
に
し
て
お
り
、
市
財
政

の
立
て
直
し
に
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る

の
か
、
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
も
実
施
す

べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
市
民

判
定
員
が
、
市
の
事
務
事
業
を
ど
れ
だ
け

理
解
し
、
判
断
が
で
き
る
の
か
、
市
民
が

直
接
判
定
す
る
方
法
を
危
惧
す
る
意
見
や

個
々
の
事
務
事
業
の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、

本
来
、
行
政
の
取
り
組
む
べ
き
仕
事
は
何

な
の
か
と
い
う
線
引
き
が
必
要
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
内
部
で
し
っ
か
り
議
論
を
し
、

そ
れ
を
も
と
に
市
長
が
議
会
に
示
せ
ば
よ

い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

【
認
可
保
育
所
施
設
整
備
費
補
助
】

　

市
立
大
社
保
育
所
の
民
営
化
に
お
い
て
、

移
管
先
法
人
は
、
特
例
に
よ
り
法
人
負
担

が
十
分
の
一
と
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
。

他
の
民
間
の
保
育
所
と
比
べ
て
、
か
な
り

優
遇
さ
れ
た
条
件
で
移
管
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
、
そ
の
優
遇
条
件
が
公
募

の
際
、
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
情
報
提
供

の
透
明
性
、
公
平
性
に
疑
問
が
あ
る
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
施
設
整
備
の
補
助
に
あ
た
っ
て

は
、
民
営
化
に
よ
る
特
例
や
前
例
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
見
直
し
を
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委員会報告

特
別
委
員
会
報
告

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
評
価
委
員
会
開
催
費
に

　

意
見
多
数

予
算
特
別
委
員
会

ゼロベース評価委員会〔行政改革推進費〕の概要
１．実施概要
　　　有識者や市民による「ゼロベース評価委員会」を設置し、事業仕分け的な
視点も含んだ事業評価を「構想日本」の協力を得て実施し、市政執行の参考と
する。

２．ゼロベース評価委員会について
　　　より多くの市民の意見を反映させるため、市民が直接判定する方式で行う。
　　　事業評価に関する議論は、構想日本のメンバーを含む専門委員が行い、その 
議論をもとに、市民が判定する。

　　　○委員会の構成（２班体制）
　　　　①専門委員
　　　　　・１班あたり、コーディネーター1名、他自治体の職員等1名、有識者等
　　　　　　２、３名の計４、５名で構成。
　　　　　・専門委員による議論（判定）は、参考意見として取り扱う。
　　　　②市民判定員
　　　　　・無作為抽出により選ばれた市民の中から、１班20名程度で構成。
　　　　　・市民判定員による最多数の意見を委員会としての評価とする。

※「構想日本」　東京都千代田区にある独立、非営利で政策実現を目指すシンクタンク。NPO法人（特定
非営利活動法人）として活動している。発足以来、行財政、年金、教育、医療などさまざまな分野で具
体的な政策の提言を行っている。また、地方公共団体などの事業仕分けに協力している。
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こ
の
特
別
委
員
会
は
、
出
雲
市
と
斐
川

町
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
市
議
会
が
調

査
を
行
う
た
め
に
、
平
成
二
十
一
年
十
一

月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
市
・
斐
川
町
合
併
協
議
会
（
合
併

協
）
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本
市
議
会
は

三
月
定
例
会
に
お
い
て
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
が
、
斐
川
町
議
会
で
は
否
決
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
四
月
二
十
五
日
に
斐
川
町
で

は
住
民
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
投

票
の
結
果
は
、
賛
成
多
数
で
、
設
置
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

両
市
町
の
委
員
各
九
人
の
計
十
八
人
で

構
成
す
る
合
併
協
議
会
が
、
五
月
一
日
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
か
ら
は
、
山

代
議
長
と
本
特
別
委
員
会
の
寺
田
委
員
長

と
福
代
副
委
員
長
の
三
人
が
委
員
と
し
て

参
画
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
協
は
、
六
月
末
ま
で
三
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
特
別
委
員

会
、
全
員
協
議
会
を
随
時
開
催
し
、
合
併

問
題
に
対
す
る
議
員
間
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
で
の
主
な
決
定
事

項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

『
合
併
方
式
』

　

斐
川
町
の
全
区
域
を
出
雲
市
に
編
入
す

る
編
入
合
併
と
決
定
し
ま
し
た
。

『
合
併
の
期
日
』

　

平
成
二
十
三
年
三
月
を
目
指
し
、
期
日

は
、改
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

『
新
市
の
名
称
』

　

「
出
雲
市
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

『
事
務
所
の
位
置
』

　

現
出
雲
市
役
所
（
今
市
町
七
十
番
地
）

と
し
、
現
在
の
斐
川
町
役
場
は
支
所
と
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
は
、
合
併
協
に
お
け
る

適
切
な
議
論
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
特
別

委
員
会
を
中
心
に
議
論
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

合併に向けてのスケジュール（予定）

・議会議員の定数及び任期の取扱い
・一般職の職員の身分の取扱い
・組織及び機構の取扱い
・国民健康保険事業の取扱い

・介護保険事業の取扱い
・各種事務事業の取扱い
・新市基本計画関係（財政計画を含む。） 

などです。

今後の合併協議会で調整が必要な主な事項

平成22年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成23年

第
一
回
合
併
協
議
会
（
十
四
日
）

第
二
回
合
併
協
議
会
（
三
日
）　

第
三
回
合
併
協
議
会
（
二
十
九
日
）

第
四
回
合
併
協
議
会
（
十
三
日
）

第
五
回
合
併
協
議
会
（
二
十
八
日
）

第
六
回
合
併
協
議
会
（
十
一
日
）

第
七
回
合
併
協
議
会
（
二
十
五
日
）

住
民
説
明
会

合
併
調
印
式

両
市
町
臨
時
議
会
で
合
併
議
決

島
根
県
議
会
で
議
決

第
八
回
合
併
協
議
会

合
併
の
成
立

斐 川 町 役 場

委員会報告

斐
川
町
と
の
合
併
方
式
は

　

編
入
合
併
に

出
雲
・
斐
川
合
併
特
別
委
員
会
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請願番号

1

件　　名 提　出　者 審議結果

なぜ不採択

簸川郡斐川町中洲

支部長
全日本年金者組合島根県本部中部支部

足立　清次
不 採 択 に
賛成多数

年金制度については、社会保障制度全般について将来にわたって持続可能な制度であること、
また、今後、財源の問題もあり税制度も含め、十分時間をかけた議論が必要であるため。

3

2
出雲市古志町

支部長

代表理事組合長

新日本婦人の会　出雲支部
景山　祐子

出雲市今市町
いずも農業協同組合

萬代　宣雄　他1名

代表理事組合長

出雲市今市町
いずも農業協同組合

萬代　宣雄　他1名

代表理事組合長

出雲市今市町
いずも農業協同組合

萬代　宣雄　他1名

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を
求める請願

全額国庫負担による最低保障年金制度の早
期実現を求める請願（意見書提出）

日米ＦＴＡ（自由貿易協定）および日豪Ｅ
ＰＡ（経済連携協定）交渉に対する意見書
の提出を求める請願

陳情番号

1の 1

件　　名 提　出　者 審議結果

採　 択 に
全員賛成

採　 択 に
賛成多数

採　 択 に
賛成多数

1の 2

趣旨採択 に
賛成多数

出雲市農業振興施策確立に関する陳情（燃
料価格高騰対策、農地利用集積円滑化団体
の農地維持・保全管理について）

出雲市農業振興施策確立に関する陳情（給
食における地元食材の更なる使用および米
粉の需要拡大）

2
出雲市古志町

会　長
斐伊川放水路整備促進協議会

林　　要一
採　 択 に
賛成多数

原案可決 に
賛成多数

斐伊川放水路の高水敷等にジョギング、陸
上競技用のトレーニング等に活用出来る
コースの設置を求める陳情

意見書番号

1

件　　名 審議結果

日米ＦＴＡ（自由貿易協定）、日豪ＥＰＡ（経済連携協定）に対する意見書

【 請 願 】

【 陳 情 】

【 意見書 】

※陳情第１号の１、第１号の２については、内容が文教厚生委員会及び環境経済委員会の所管に属するため、
　２つの陳情が提出されたものとみなして、審査を行っています。

意見書の審議結果

請願・陳情の審議結果

請願・陳情・意見書
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一般質問

8いずも市議会だより　21号

一 般 質 問市政のここが聞きたい
　６月定例市議会では19人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。1人1問ずつ選んで
（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

川上幸博　議員 （9ページ）

・学校評価について
◎出雲市の治水対策について

勝部順子　議員 （9ページ）

・出雲ドームで開催されてきた、出雲「花と緑」のフェス
ティバルの終了について

・障がい者対策について
◎出雲市での「買い物難民」の認識と対策について

高野成俊　議員 （10ページ）

・学校教育について（スクールヘルパー）
◎地域交付金制度の導入について

遠藤力一　議員 （10ページ）

・貧困について
◎視覚障がい者用の「音声コードと読取機器」の導入は
・出雲市役所のＩＴ環境について

大国陽介　議員 （11ページ）

・中国電力島根原子力発電所について
・子育て支援充実を
◎指定管理者制度の見直しについて

狩野正文　議員 （11ページ）

◎道路の白線整備について

広戸恭一　議員 （12ページ）

◎交通事故をいかにして無くすか、出雲市の取り組みを問う

多久和康司　議員 （12ページ）

◎教育行政施策の一貫性について
・出雲市の小中一貫教育の推進と今後について

杉谷寿之　議員 （13ページ）

◎市税等の滞納対策について

萬代弘美　議員 （13ページ）

・航空自衛隊ブルーインパルスによる航空ショー協力につ
いて

◎生活立て直しのための生活福祉資金貸付けの活用状況と
改善について

・子宮頸がん予防へワクチン接種に対する助成と性教育を
広げることについて

・高齢者の生活支援について

米山広志　議員 （14ページ）

・学校施設の耐震化
・新出雲風力発電所
◎窪田保育所

珍部全吾　議員 （14ページ）

・長岡市政一年間の検証
◎都市計画税について

原　隆利　議員 （15ページ）

◎出雲市総合医療センターに関して
・新教育委員長に伺う

西村　亮　議員 （15ページ）

◎河下港開発と利活用について
・原子力発電所の点検不備について

松村豪人　議員 （16ページ）

◎海岸漂着ゴミの撤去対策について
・北東アジアとの経済交流について

小村吉一　議員 （16ページ）

◎青少年の健全な成長のために
　－ ひきこもり、ニートなどの支援を中心に－
・広報「いずも」について
・家畜伝染病「口蹄疫」について

飯塚俊之　議員 （17ページ）

・中国からの観光客誘致と経済効果について
・愛宕山公園の整備方針について
◎いずも医療カードについて

板倉一郎　議員 （17ページ）

◎出雲市、斐川町の合併について
・出雲市の健康保養施設などに対する市民割引制度などの
導入について

木佐　宏　議員 （18ページ）

・内閣総理大臣が発令する原発災害避難訓練に対する市長
の見識を問う

・平田消防署の改築について提言する
◎出雲市内内水処理計画見直しについて



問
出
雲
市
で
は
、
内
水
処
理
計
画
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
調
整
池
や
排

水
路
の
整
備
が
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
計
画
が

四
十
年
前
に
始
ま
り
、
あ
と
数
年
で
完
成

を
迎
え
る
。
し
か
し
、
治
水
計
画
基
本
合

意
事
項
に
あ
る
三
点
セ
ッ
ト
の
大
橋
川
の

改
修
は
、
い
ま
だ
未
着
工
の
状
態
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
斐
伊
川
分
流
堰
の
構

造
は
、
豪
雨
の
時
、
斐
伊
川
本
線
の
流
量

が
、
毎
秒
四
百
ト
ン
を
超
え
る
と
、
倒
伏

ゲ
ー
ト
を
超
え
自
然
に
分
水
が
始
ま
る
。

こ
れ
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
基
本
合
意

事
項
に
あ
る
「
放
水
路
が
完
成
し
た
場
合

に
お
い
て
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
上
流
部

の
ダ
ム
、
下
流
部
の
大
橋
川
拡
幅
工
事
が

完
成
し
な
い
限
り
放
水
路
に
分
流
は
し
な

い
。
但
し
、
大
橋
川
拡
幅
工
事
中
、
重
大

な
災
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、

別
途
協
議
す
る
」
と
い
う
事
項
に
反
す
る
。

　

ま
た
、
県
河
川
の
改
修
促
進
に
よ
り
、

内
水
排
除
対
策
を
行
う
と
計
画
に
あ
る
が
、

出
雲
市
と
し
て
、
基
本
計
画
の
同
意
条
件

の
再
確
認
と
県
河
川
整
備
促
進
を
県
に
対

し
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

市
長

　

基
本
計
画
策
定
時
の
六
項
目
の
同
意
条

件
に
対
し
、
今
後
と
も
最
大
限
に
尊
重
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
河
川
の
改
修
は
、
県
の
努
力
に
つ
い
て
、

一
定
の
評
価
は
し
て
い
ま
す
が
、
一
日
も

早
い
河
川
改
修
と
未
着
手
河
川
の
早
期
着

工
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
全
国
的
に
、
「
買
い
物
難
民
」
の

問
題
が
浮
上
し
、
過
疎
地
域
に
限

ら
ず
、
大
都
市
近
郊
で
も
深
刻
化
し
て
い

る
。
国
は
、
問
題
解
決
に
は
、
流
通
事
業

者
や
地
方
自
治
体
が
連
携
し
事
業
実
施
す

る
事
が
重
要
と
し
て
い
る
。

①
「
買
い
物
難
民
」
の
現
状
認
識
と
、
調

査
の
有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

②
全
国
の
自
治
体
で
は
生
活
バ
ス
・
地
域

を
支
え
る
移
動
販
売
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

（
予
約
運
行
バ
ス
）
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

市
長

①
市
と
し
て
は
、
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
県
商
工
連
合
会
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
、
買

い
物
環
境
に
関
す
る
調
査
項
目
が
追
加
さ

れ
る
予
定
で
す
。
昨
年
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
三
千
三
百
二
十
六
人
を
対
象

に
、
実
施
し
た
調
査
で
、
「
買
い
物
な
ど

に
出
か
け
る
手
段
が
な
い
」
と
の
回
答
が

五
十
三
人
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
含
め
、

過
疎
地
な
ど
で
の
商
店
の
廃
業
、
市
街
地

で
も
遠
距
離
の
住
宅
地
に
住
む
方
か
ら
は

「
買
い
物
の
不
便
さ
」
を
訴
え
る
声
が
あ

り
、
日
常
的
な
問
題
と
し
て
、
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
連
携
し
た
対
応
策
な
ど
に
つ
い

て
、
多
方
面
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　

産
業
観
光
部
長

　

中
山
間
地
域
で
の
店
舗
の
整
備
、
移
動

販
売
の
車
両
及
び
設
備
等
（
二
分
の
一
以

内
補
助
）
に
つ
い
て
、
今
後
商
工
会
議
所

な
ど
と
連
携
を
密
に
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

斐伊川放水路への分流地点

地域を支える移動販売車

一般質問

川
上
幸
博

斐
伊
川
分
流
に
お
け
る
基
本
計
画
の

再
確
認
と
内
水
排
除
の
促
進
を
望
む

勝
部
順
子

買
い
物
難
民
対
策
を
急
げ
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問
合
併
後
、
五
年
余
り
が
経
過
し
、

出
雲
市
の
一
体
感
も
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
住
ん
で
い
る

地
域
の
人
口
動
態
、
地
理
的
条
件
、
自
然

環
境
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、
合
併
前
の
二

市
四
町
の
各
地
区
に
お
け
る
住
民
ニ
ー
ズ

も
異
な
り
、
地
域
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
や
対
応
、
地

域
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
す
る
た
め
に
、
各
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
自
治
協
会
に
対
し
、

人
口
や
、
地
域
面
積
、
自
治
協

会
の
加
入
率
を
算
定
の
基
礎
と

し
た
、
『
地
域
交
付
金
制
度
』

の
導
入
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

市
長

　

合
併
前
に
は
、
自
治
会
な
ど

に
対
し
て
、
活
動
や
運
営
に
使

え
る
財
源
と
し
て
交
付
し
て
い

た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
住
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
が

主
体
的
に
行
わ
れ
る
事
業
に
対

し
て
、
様
々
な
助
成
制
度
に

よ
っ
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
の
自
主
企
画
事
業
交

付
金
、
市
民
活
動
支
援
事
業
、

女
性
活
動
支
援
事
業
、
道
路
・
河
川
ふ
れ

あ
い
愛
護
活
動
助
成
な
ど
で
す
。

　

地
域
一
律
交
付
金
と
い
う
形
で
は
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

際
に
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
が

で
き
る
の
か
、
そ
れ
を
一
緒
に
考
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
の
、
情
報

取
得
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

る
音
声
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
）
が
全
国

的
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
。

　

音
声
コ
ー
ド
と
は
、
約
八
百
文
字
の
情

報
を
記
録
で
き
る
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の

一
種
で
、
専
用
の
活
字
文
書
読
上
げ
装
置

を
使
え
ば
、
音
声
で
内
容
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
耳
で
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

日
本
の
視
覚
障
が
い
者
は
約
三
十
万
人
、

病
気
を
原
因
と
す
る
中
途
失
明
者
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
点
字
を
利
用
で
き
な
い
人

が
全
体
の
九
割
を
占
め
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
の
視
覚
障
が
い
者
は
、
各
種
の
契
約
書

や
申
請
書
、
税
金
や
年
金
、
公
共
料
金
の

通
知
、
防
災
情
報
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報

な
ど
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
、
そ
の

内
容
が
分
か
ら
ず
、
著
し
い
情
報
格
差
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
音
声
コ
ー
ド
の
活
用

と
機
器
の
導
入
に
つ
い
て
聞
く
。

健
康
福
祉
部
長

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
へ
は
、
現
在

「
広
報
い
ず
も
」
や
「
市
議
会
だ
よ
り
」

を
点
字
、
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
な
ど
に
よ

り
、
希
望
者
に
対
し
て
定
期
的
に
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
情
報
提
供

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
Ｓ
Ｐ
コ
ー

ド
を
福
祉
部
門
で
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
の
取
組
み
を
始
め
て
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
税
金
で

あ
る
と
か
、
市
政
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
に

も
広
げ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

地域の様々な活動拠点として活用されている『合併前の交付金により建設された朝山地区堂原水車』

ＳＰコード読取装置と掲載誌

一般質問

高
野
成
俊

『
地
域
交
付
金
制
度
』の
導
入
を

遠
藤
力
一

視
覚
障
が
い
者
用
の
「
音
声
コ
ー
ド

と
読
取
機
器
」
の
導
入
を
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問
出
雲
ド
ー
ム
や
県
立
浜
山
公
園
の

指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
、
就
業
規
則
の
一
方
的
な
改
定
や

職
員
の
不
当
解
雇
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
確

か
に
経
費
は
節
減
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
経
費
を
減
ら
し
な
が
ら
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
制
度
の
根
本
的

な
矛
盾
が
、
施
設
の
管
理
運
営
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
、
現
場
で
働
く
者
に
し
わ
寄
せ

さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
だ
。
実
態
調
査
と

抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
。

総
合
政
策
部
長

　

公
の
施
設
の
管
理
に
お
け
る
労
働
環
境

に
つ
い
て
は
、
一
概
に
指
定
管
理
者
制
度

が
悪
い
影
響
を
与
え
る
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者
が
経
営

効
率
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
要
員
の
配
置

な
ど
が
施
設
の
目
的
を
達
成
す
る
に
あ

た
っ
て
適
切
で
な
い
場
合
や
、
施
設
の
適

切
な
管
理
に
か
か
わ
る
雇
用
問
題
が
生
じ

た
場
合
な
ど
は
、
改
善
に
向
け
て
速
や
か

に
必
要
な
調
査
や
指
示
を
実
施
し
ま
す
。

　

制
度
を
導
入
し
て
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

市
の
施
設
の
う
ち
、
七
十
四
施
設
が
来
年

の
三
月
で
更
新
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は
各

施
設
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
評
価
し
、
制
度
の
適
用
が
ふ

さ
わ
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
関
係
法
令
の
順
守
と
い
っ

た
点
も
考
慮
す
る
な
ど
、
必
要
な
改
善
を

図
り
ま
す
。

問
道
路
に
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
、
速

度
、
横
断
歩
道
、
一
時
停
止
な
ど

様
々
な
標
示
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
車
道

の
端
に
引
か
れ
て
い
る
白
線
に
つ
い
て
伺

う
。

①
何
の
た
め
に
引
き
、
そ
の
法
的
根
拠
は

あ
る
の
か
。

②
歩
道
側
白
線
内
は
歩
行
者
な
ど
の
安
全

ゾ
ー
ン
な
の
か
。

③
定
期
的
に
点
検
し
、
消
え
た
箇
所
を
補

修
し
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長

　

車
道
区
画
線
は
車
両
が
片
側
に
寄
り
過

ぎ
る
と
危
険
で
あ
る
た
め
運
転
者
の
安
全

走
行
を
図
る
誘
導
線
で
あ
り
、
区
画
線
の

外
側
は
路
側
帯
の
道
路
標
示
と
み
な
さ
れ

車
両
の
通
行
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
区
画
線
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
道

路
法
並
び
に
総
理
府
令
、
建
設
省
令
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
法
で
は
、
道
路

の
構
造
を
保
全
し
、
交
通
の
安
全
と
円
滑

を
図
る
た
め
、
必
要
な
場
所
に
区
画
線
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

補
修
に
つ
い
て
は
、
毎
年
各
地
区
交
通

安
全
対
策
協
議
会
な
ど
の
要
望
を
踏
ま
え
、

関
係
者
と
協
議
の
上
、
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
は
二
万
六
千
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

指定管理者制度で運営されている施設

道路幅や周囲の環境が同様であるが、路側帯（白線）が一部のみ設置

一般質問

大
国
陽
介

指
定
管
理
者
制
度
は
労
働
者

保
護
の
観
点
か
ら
も
見
直
し
を

狩
野
正
文

道
路
の
白
線
（
路
側
帯
）
整
備
に

一
貫
性
が
な
い
の
で
は
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問
教
育
は
、
百
年
の
大
計
に
立
っ
て

行
う
べ
し
と
言
わ
れ
、
そ
の
時
々

の
政
治
や
経
済
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
大
き
な
視
点
で
教
育
を
語

り
、
見
つ
め
、
教
育
行
政
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
時
代
を
担
う
人
づ
く
り
は
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

社
会
規
範
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、
人

権
尊
重
の
精
神
な
ど
、
い
つ
の
世
に
あ
っ

て
も
人
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
こ
と
。

他
方
、
時
代
に
即
し
た
人
づ
く
り
が
、
今

日
的
課
題
と
い
え
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
能
力
の
育

成
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
に

も
考
慮
さ
れ
た
教
育
行
政
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

　

教
育
は
、
た
と
え
市
長
や
教
育
長
が
代

わ
ろ
う
と
一
貫
性
を
も
っ
て
行
う
べ
き
と

思
う
が
、
教
育
行
政
施
策
の
一
貫
性
の
基

本
的
な
考
え
を
伺
う
。

教
育
長

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く

み
育
て
る
教
育
は
、
市
に
お
け
る
重
要
施

策
の
一
つ
で
す
。

問
①
交
通
事
故
発
生
状
況
は
。

②
発
生
状
況
を
分
析
し
、
出
雲
市

と
し
て
対
策
と
今
後
の
方
針
は
。

③
出
雲
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
交
対

協
）
と
出
雲
地
区
交
通
安
全
協
会
（
交
安

協
）
の
違
い
は
。

④
出
雲
市
の
交
通
安
全
対
策
に
関
わ
る
年

間
予
算
は
。

⑤
出
雲
地
区
（
交
安
協
）
の
加
入
率
と
、

協
会
会
費
の
使
途
は
。

⑥
協
会
に
加
入
し
た
場
合
の
特
典
は
。

（
例
え
ば
、
え
ん
や
温
泉
は
百
円
の
割
引

が
あ
る
。
）

⑦
道
路
行
政
と
交
通
安
全
行
政
の
連
携
は
。

総
務
部
長

①
二
十
一
年
の
出
雲
警
察
署
管
内
人
身
事

故
は
五
百
三
十
六
件
で
死
者
六
名
、
重
傷

五
名
、
軽
傷
五
百
八
十
七
名
で
交
通
量
の

多
い
国
道
で
の
事
故
率
が
高
く
、
交
差
点

の
事
故
率
は
五
十
八
・
五
％
で
す
。

②
日
々
変
化
す
る
道
路
環
境
や
居
住
環
境

を
踏
ま
え
、
各
地
区
（
交
安
協
）
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
交
通
規

制
・
交
通
安
全
施
設
要
望
を
通
じ
、
地
域

の
実
態
に
即
し
た
交
通
環
境
の
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

③
「
交
対
協
」
は
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、

各
団
体
の
交
通
安
全
実
践
活
動
の
支
援
、

交
通
安
全
施
設
整
備
拡
充
な
ど
を
、
「
交

安
協
」
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

④
年
間
一
千
万
円
程
度
で
す
。

⑤
加
入
率
は
、
五
十
八
％
で
す
。
主
た
る

使
途
は
各
地
区
（
交
安
協
）
支
部
に
対
し

て
の
活
動
助
成
で
す
。

⑥
県
内
協
賛
店
が
六
百
六
十
店
舗
で
各
種

の
割
引
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

⑦
市
の
道
路
担
当
と
交
通
安
全
担
当
が
密

接
に
協
議
、
調
整
を
し
ま
す
。
な
お
、
実

施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地
区
（
交
対

協
）
や
土
木
委
員
会
と
優
先
度
に
つ
い
て

協
議
し
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
、
早

期
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
行
政
は
、
明
確
な
目
標
の
も
と
で
、

継
続
性
、
一
貫
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
中
で

「
21
世
紀
人
材
育
成
都
市
の
創
造
」
を
基

本
施
策
に
挙
げ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

こ
の
た
び
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
に
定

め
る
目
標
達
成
に
向
け
て
、
継
続
的
に

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
議
会
で

認
め
て
い
た
だ
い
た
計
画
に
基
づ
き
、
継

続
性
、
一
貫
性
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
色
の
あ
る
施
策
に
つ
い
て
も

展
開
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

交通安全対策協議会による交通安全実践活動

第一中学校区小中一貫教育の様子
（中学生が小学生に教えています）

一般質問

多
久
和
康
司

教
育
行
政
施
策
の
一
貫
性
を

広
戸
恭
一

交
通
事
故
を
い
か
に
し
て
無
く
す
か
、

出
雲
市
の
取
り
組
み
を
問
う　
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問
市
税
な
ど
の
滞
納
問
題
に
つ
い
て

は
、
こ
の
本
会
議
を
は
じ
め
予
算
、

決
算
委
員
会
で
質
疑
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

現
在
、
市
の
状
況
は
、
極
め
て
ゆ
ゆ
し

き
事
態
で
あ
る
こ
と
は
監
査
委
員
も
指
摘

し
て
い
る
。
税
の
公
平
性
と
自
主
財
源
の

確
保
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

る
の
か
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

　

島
根
県
の
平
成
二
十
年
度
の
平
均
徴
収

率
は
九
十
五
・
六
％
で
あ
り
出
雲
市
は

九
十
四
・
七
％
と
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
方
面
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
す
長

岡
市
政
の
市
税
な
ど
の
滞
納
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

財
政
部
長

　

平
成
二
十
二
年
度
へ
の
滞
納
繰
越
額
は
、

市
税
で
七
億
七
千
万
円
余
。
国
民
健
康
保

険
料
で
五
億
二
千
万
円
余
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
副
市
長
を
本
部
長

に
関
係
部
長
を
班
長
と
し
全
庁
を
あ
げ
た

「
収
納
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

滞
納
に
対
し
て
は
厳
し
い
姿
勢
で
臨
み
、

滞
納
初
期
の
段
階
で
納
税
折
衝
を
強
化
し

悪
質
な
滞
納
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
差
し

押
さ
え
や
、
捜
索
な
ど
の
滞
納
処
分
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
二
十
二

年
度
の
収
納
率
の
目
標
設
定
を
行
い
、
市

問
失
業
者
が
増
加
す
る
厳
し
い
経
済

状
況
の
も
と
、
生
活
福
祉
資
金
貸

付
け
制
度
が
、
昨
年
十
月
か
ら
大
き
く
改

定
見
直
し
が
な
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
度
の
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
け
実
績
は
、
同
じ
よ
う
な
制
度
で
あ
る

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
七
分
の
一
し
か
活

用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

　

制
度
の
活
用
状
況
と
市
民
へ
の
広
報
は
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
運
用
さ
れ
て
い
る

生
活
福
祉
資
金
は
、
連
帯
保
証
人
な
し
で

も
貸
付
け
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
基

準
が
緩
和
さ
れ
、
利
用
し
や
す
い
制
度
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
相
談
人
数
は
二
百
十
九
人
で
、

そ
の
う
ち
、
貸
付
け
に
結
び
つ
い
た
人
数

は
四
十
人
、
約
二
十
％
と
い
う
状
況
で
し

た
。
広
報
誌
や
相
談
窓
口
で
、
積
極
的
に

制
度
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
迅
速
な
貸
付
け
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
厚
生
労
働
省
は
、
今
回
の
見
直
し

の
基
本
で
あ
る
借
り
や
す
く
、
貸

し
や
す
い
と
い
う
点
を
十
分
理
解
し
て
運

用
に
あ
た
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
相
談
し

税
九
十
八
・
六
％
、
国
民
健
康
保
険
料

九
十
四
％
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

担
当
職
員
の
加
増
配
置
、
専
門
知
識
を

有
し
た
収
納
嘱
託
員
の
雇
用
や
、
県
と
の

連
携
を
強
化
し
、
対
応
し
ま
す
。

て
も
申
請
が
受
け
付
け
ら
れ
な
い
実
態
を

つ
か
み
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
支

援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

　

返
済
が
厳
し
い
と
判
断
さ
れ
る
方
は
生

活
保
護
や
扶
養
義
務
者
の
援
助
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
申
し

入
れ
な
ど
は
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
相
談

窓
口
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
中
で
必
要

に
応
じ
て
対
処
し
ま
す
。

償還期間20年、無利子など貸付の案内チラシ

一般質問

萬
代
弘
美

杉
谷
寿
之

生
活
福
祉
資
金
貸
付
け
事
業
見
直
し
の

趣
旨
を
活
か
し
、
積
極
的
な
活
用
を

ど
う
す
る
県
平
均
を
下
ま
わ
る

税
の
徴
収
率
対
策

県内８市及び斐川町における市町村税の徴収率

徴収率の単位は％、前年度比増減はポイント。 ▲はマイナス

区　分 平成 20 年度 前年度比
9 4 . 7 ▲  0 . 1出 雲 市
9 7 . 2 0 . 2松 江 市
9 5 . 6 0 . 2浜 田 市
9 5 . 2 1 . 0安 来 市
9 4 . 9 0 . 1益 田 市
9 3 . 5 ▲  0 . 4江 津 市
9 1 . 7 0 . 9大 田 市
9 7 . 5 ▲  0 . 3雲 南 市
9 5 . 5 ▲  0 . 5斐 川 町
9 5 . 6 0 . 1島 根 県（平均）

13 いずも市議会だより　21号



問
西
尾
前
市
長
の
政
策
と
し
て
、
旧

出
雲
市
に
都
市
計
画
税
が
導
入
さ

れ
た
。

　

こ
の
税
に
つ
い
て
は
直
良
、
岩
國
両
市

長
の
時
代
に
も
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
導
入
は

見
送
ら
れ
て
き
た
。
本
税
は
、
旧
出
雲
市

の
用
途
地
域
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
固

定
資
産
税
に
〇
・
一
％
上
乗
せ
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
百
分

の
一
・
六
の
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
目
的
税
で
あ
り

な
が
ら
明
確
な
目
的
が
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。
さ
ら
に
、
旧
平
田
市
、
旧
大
社
町

に
も
用
途
地
域
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地

域
は
、
除
外
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
市
の
中

で
不
公
平
感
が
あ
る
と
思
う
。
課
税
す
る

な
ら
全
て
の
用
途
地
域
に
課
す
か
ま
た
は
、

一
度
全
廃
す
る
か
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　

確
か
に
、
旧
出
雲
市
の
市
街
地
で
は
、

鉄
道
高
架
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
多
大
な

建
設
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
事
業
は
全
市
的
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
地
域
だ
け
の
た
め

で
は
な
い
と
思
う
。

市
長

　

現
在
の
本
市
の
都
市
計
画
税
収
は
、

二
億
円
で
あ
り
、
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財

源
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
今
後
多

方
面
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
は
も
っ
て
い
ま
す
。

問
窪
田
保
育
所
は
、
昭
和
三
十
五

年
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

五
十
四
年
に
移
転
新
築
し
、
三
十
年
以
上

経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

①
保
育
所
の
改
築
計
画
が
あ
る
の
か
無
い

の
か
。

②
職
員
ト
イ
レ
の
改
善
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長

①
平
成
十
六
年
に
約
三
千
万
円
の

費
用
を
か
け
て
、
床
暖
房
の
設
置
、

床
の
張
り
替
え
、
冷
暖
房
設
備
の

更
新
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
い
ま

し
ば
ら
く
は
、
施
設
を
利
用
す
る

に
当
た
っ
て
支
障
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
現
在
、
職
員
が
二
十
一
名
中
、

所
長
と
保
育
士
一
名
の
二
名
が
男

性
と
い
う
状
況
で
す
。
職
員
ト
イ

レ
は
男
女
兼
用
の
ト
イ
レ
が
一
か

所
あ
る
の
み
で
、
十
分
で
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
施
設
の
構
造
上
、
別
に
男
性

専
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

職
員
の
お
互
い
の
配
慮
の
も
と
で

現
状
の
ま
ま
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
職
員
の
ト
イ
レ
が
男
女
兼
用
と
は
、

公
共
の
施
設
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。

市
長

　

何
と
か
対
応
し
て
い
き
た
い
け
れ
ど
も
、

ス
ペ
ー
ス
的
に
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。

少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

高架化された出雲市駅

窪田保育所（佐田町一窪田）

一般質問

珍
部
全
吾

都
市
計
画
税
の
あ
り
方

米
山
広
志

窪
田
保
育
所
の

職
員
ト
イ
レ
の
改
善
を　
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問
近
年
、
公
立
病
院
の
採
算
性
の
向

上
、
医
師
を
は
じ
め
、
医
療
従
事

者
の
確
保
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
平
成
二
十
四
年
度
に

新
装
オ
ー
プ
ン
す
る
出
雲
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
公
営
企
業
法
全
部
適
用
か
、
独
立
行

政
法
人
に
移
行
す
る
か
の
二
者
択
一
に

な
っ
た
と
思
う
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
を

最
優
先
に
考
え
れ
ば
、
公
営
企
業
法
全
部

適
用
の
方
向
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
う
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

　

運
営
形
態
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
二

つ
の
視
点
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

一
つ
に
は
地
域
医
療
を
守
り
、
健
康
と

安
心
安
全
の
拠
点
と
し
て
の
、
地
域
の
声

が
反
映
で
き
る
形
態
を
目
指
す
。
二
つ
に

は
医
療
従
事
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
を

図
る
こ
と
で
す
。

　

現
実
的
な
課
題
と
し
て
は
次
の
検
討
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
医
師
確
保
に
当
た
っ
て
の
島
根
大
学

医
学
部
と
の
良
好
な
関
係
の
維
持
。

二
、
医
療
従
事
者
、
と
り
わ
け
看
護
師
不

足
の
深
刻
な
事
態
。

三
、
独
立
行
政
法
人
に
移
行
す
る
に
は
多

額
の
退
職
引
当
金
の
確
保
の
問
題
な
ど
。

　

厳
し
い
地
域
医
療
情
勢
の
中
で
、
永
続

的
、
安
定
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

は
良
好
な
経
営
体
質
へ
の
転
換
と
、
働
く

皆
さ
ん
の
意
識
改
革
が
何
よ
り
も
肝
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
経
営
評
価
委
員

会
を
立
ち
上
げ
準
備
中
で
あ
り
、
こ
の
中

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
般
、
河
下
港
振
興
会
が
発
足
し

た
。
更
な
る
開
発
利
用
促
進
が
図

ら
れ
、
出
雲
市
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
で

き
る
こ
と
と
期
待
す
る
。

　

沖
防
波
堤
、
給
水
設
備
、
食
料
・
給
油

な
ど
の
供
給
設
備
の
整
備
、
海
上
自
衛
隊

の
大
型
艦
艇
の
接
岸
設
備
な
ど
、
港
湾
機

能
を
充
実
さ
せ
、
極
東
ア
ジ
ア
と
の
交

流
・
経
済
・
観
光
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

を
図
る
こ
と
が
出
雲
市
の
重
要
課
題
で
あ

り
、
早
急
な
港
湾
整
備
が
必
要
と
思
う
。

　

ま
た
、
昨
今
の
朝
鮮
半
島
は
政
情
不
安

で
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
自
主
防
衛

の
観
点
か
ら
も
海
上
自
衛
隊
の
基
地
建
設

を
目
指
し
て
は
い
か
が
か
。

　

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長

　

五
月
二
十
五
日
、
河
下
港
の
利
活
用
促

進
と
ハ
ー
ド
整
備
促
進
を
図
る
一
体
的
な

組
織
と
し
て
、
県
・
市
・
経
済
団
体
・
港

湾
利
用
者
・
地
元
代
表
者
な
ど
に
よ
る
河

下
港
振
興
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
今
後
の
利
用
促
進
に
向
け
た
方
向
性

を
共
有
し
、
整
備
促
進
に
か
か
る
活
動
計

画
を
作
り
、
可
能
な
活
動
か
ら
着
手
す
る

計
画
で
す
。

　

二
十
一
年
度
か
ら
沖
防
波
堤
の
基
本
設

計
・
詳
細
設
計
は
、
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
順
次
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。
給
水
設
備

は
今
年
度
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
給
油
施
設
・
大
型
艦
艇
接
岸
な

ど
、
港
湾
機
能
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

海
上
自
衛
隊
基
地
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
海
上

自
衛
隊
の
河
下
港
利
用
は
今
後
増
え
る
見

込
み
で
す
。

　

極
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

は
、
出
雲
市
の
産
業
振
興
・
地
域
振
興
を

図
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
港
湾
機
能
の
更

な
る
充
実
・
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
そ
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

完成間近の総合医療センター

利用促進が求められる河下港

一般質問

西
村
　亮

原
　隆
利

河
下
港
開
発
と
更
な
る
利
活
用
を

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

望
ま
し
い
運
営
形
態
は
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問
不
登
校
問
題
が
社
会
の
関
心
事
に

な
り
始
め
た
の
は
、
昭
和
五
十
年

代
の
初
め
頃
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
も
今

で
は
、
二
十
代
、
三
十
代
の
青
年
に
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
青
年
た
ち
の
ひ
き
こ
も

り
や
ニ
ー
ト
、
不
登
校
（
義
務
教
育
は
除

く
）
な
ど
、
そ
の
現
況
を
伺
う
。

教
育
長

　

本
市
の
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
実
態

は
、
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
総
務
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
十
五
歳
か
ら
三
十
九
歳

ま
で
の
若
年
無
業
者
の
出
現
率
は
二
・

一
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
あ
て

は
め
る
と
五
〜
六
百
人
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
公
立
高
校
の
不
登
校
や

中
途
退
学
は
、
二
十
年
度
で
は
九
十
六
人

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
支
援
を
必
要

と
す
る
青
少
年
が
多
数
存
在
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
問
五
〜
六
百
人
と
い
う
数
に
は
驚
い

た
。
今
後
、
こ
の
問
題
で
、
組
織

体
制
や
人
、
予
算
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た

施
策
が
急
が
れ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長

　

本
年
四
月
、
教
育
委
員
会
に
、
青
少
年

育
成
課
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
こ

の
問
題
を
包
括
的
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
は
、
「
子
ど
も
・
若
者
支
援

地
域
協
議
会
」
を
組
織
す
る
予
定
で
す
。

人
、
予
算
に
つ
い
て
も
、
ふ
さ
わ
し
い
支

援
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
本
市
の
海
岸
に
漂
着
す
る
、
ロ
ー

プ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
海

岸
漂
着
ご
み
の
撤
去
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
七
月
の
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
の

成
立
に
よ
り
、
大
き
く
前
進
す
る
と
期
待

を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
今
後
は
、
島
根
県
の
「
海

岸
漂
着
物
対
策
推
進
協
議
会
」
の
中
で
処

理
の
内
容
な
ど
が
定
め
ら
れ
る
。
現
在
ど

の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
本
市

で
の
処
理
重
点
区
域
は
ど
こ
に
な
り
そ
う

か
。
さ
ら
に
、
本
市
で
、
実
際
に
撤
去
対

策
事
業
が
開
始
さ
れ
る
の
は
い
つ
に
な
る

見
通
し
か
。

環
境
政
策
調
整
監

　

協
議
会
で
の
議
論
を
受
け
、
県
で
は
、

漂
着
ご
み
対
策
重
点
区
域
を
盛
り
込
ん
だ

地
域
計
画
を
策
定
中
で
す
。
本
市
の
処

理
重
点
区
域
に
つ
い
て
は
、
県
に
対
し
、

十
六
島
か
ら
河
下
、
大
社
町
中
山
か
ら
日

御
碕
、
日
御
碕
か
ら
猪
目
、
塩
津
か
ら
地

合
、
小
田
か
ら
田
儀
に
か
け
て
の
海
岸
五

か
所
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
県
が
調
査
を
行
い
、
実
際
に
漂
着
ご

み
の
回
収
を
行
う
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
区
域

が
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
知
夫
村
で
の
モ
デ
ル
事
業
な

ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
年
十
二
月
頃
ま

で
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
区
域
の
選
定
を
行

う
予
定
で
す
。
本
市
で
の
、
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
の
六
月
頃

に
な
る
予
定
で
す
。

ぷらりねっと（青少年支援施設）による調理実習

住民参加による海岸清掃（西浜海岸）

一般質問

小
村
吉
一

ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
不
登
校
な
ど

青
少
年
の
支
援
施
策
を
問
う

松
村
豪
人

動
き
出
し
た
海
岸
漂
着
ご
み
の

撤
去
対
策
、
今
後
の
展
開
は
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問
四
月
二
十
六
日
か
ら
実
証
事
業
が

始
ま
っ
た
「
い
ず
も
医
療
カ
ー

ド
」
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

　

い
ず
も
医
療
カ
ー
ド
は
、
国
の
補
助
事

業
と
し
て
、
出
雲
医
師
会
を
主
体
に
十
二

の
医
療
機
関
が
参
加
し
、
将
来
的
な
診
療

情
報
の
共
有
や
保
険
者
情
報
収
集
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
行

う
も
の
で
す
。

　

こ
の
実
証
事
業
の
特
色
は
、
個
人
が

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
や
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
分
の
健
診

デ
ー
タ
や
診
療
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
り
、
医
療
機
関
同
士
で
デ
ー
タ
の
共
有

が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。

問
今
後
の
医
療
や
医
療
費
の
社
会
コ

ス
ト
が
、
効
率
化
さ
れ
る
方
向
に

行
く
中
で
、
こ
の
い
ず
も
医
療
カ
ー
ド
は
、

病
院
間
の
連
携
強
化
を
推
進
し
、
市
民
に

と
っ
て
安
心
な
医
療
体
制
を
確
保
で
き
る

有
効
な
手
段
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
医
療
圏
域
が
広
域
化
し
、
出
雲

市
の
果
た
す
役
割
も
重
要
に
な
る
中
、
実

証
事
業
終
了
後
も
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

　

こ
の
実
証
事
業
を
き
ち
ん
と
検
証
し
た

上
で
、
島
根
県
に
要
望
す
る
こ
と
を
含
め
、

出
雲
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
併
協
議
の
う
え
で
大
き
な
問
題

と
な
る
事
項
は
何
か
。

市
長

　

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
、
賛
否
が
わ
か

れ
た
た
め
、
十
分
な
議
論
を
つ
く
し
た
う

え
採
決
を
行
い
、
編
入
合
併
で
決
定
し
ま

し
た
。
農
業
政
策
関
係
に
つ
い
て
も
、
斐

川
町
民
の
み
な
さ
ん
の
不
安
材
料
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
が
、
十
分
に
議
論
し
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

安
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
は
多
く
の
時
間

が
必
要
で
す
が
、
斐
川
町
議
会
で
予
算
が

途
中
で
撤
回
さ
れ
た
経
緯
な
ど
を
見
て
い

ま
す
と
、
今
後
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

問
出
雲
市
と
し
て
、
合
併
協
議
と
並

行
し
、
斐
川
町
が
単
独
町
制
を
選

択
さ
れ
た
場
合
の
消
防
救
急
に
関
す
る
考

え
方
を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長

　

消
防
救
急
の
問
題
は
、
町
長
か
ら
は
、

合
併
期
日
が
、
三
月
二
十
一
日
以
降
に

な
っ
た
場
合
、
そ
の
時
点
ま
で
延
長
の
申

し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
自
立
宣
言
を
採

択
し
た
斐
川
町
議
会
か
ら
は
、
何
ら
話
が

あ
り
ま
せ
ん
。
単
独
を
主
張
す
る
思
い
が

あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
意
思
表
示
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
仮
に
合
併
が
成
立
し
な

か
っ
た
場
合
の
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
な

と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。

将来の運用が期待されるいずも医療カード

斐川町で開催された第３回合併協議会の様子

一般質問

飯
塚
俊
之

今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る

「
い
ず
も
医
療
カ
ー
ド
」
の
実
証
事
業

板
倉
一
郎

出
雲
市
と
斐
川
町
の

ス
ム
ー
ズ
な
合
併
を
望
む

17 いずも市議会だより　21号



問
先
般
、
建
設
水
道
委
員
会
協
議
会

で
配
布
さ
れ
た
、
平
田
湯
谷
川
水

系
浸
水
地
帯
資
料
を
見
て
あ
然
と
し
た
。

こ
の
資
料
は
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
数
十
年
こ
の
一
帯
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

水
害
実
態
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
調
査
資
料
を
も
と
に
湯
谷
川
改
修
を
執

行
す
る
か
ら
、
平
田
中
町
界
隈
の
住
民
を

三
十
数
年
に
わ
た
り
、
不
安
に
陥
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
す
る
行
政
責
任
は
重
い
。

　

市
街
地
の
湯
谷
川
改
修
を
中
途
半
端
に

放
置
し
、
上
流
部
の
国
富
地
区
の
国
道
拡

幅
、
湯
谷
川
移
設
を
計
画
す
る
な
ど
、
断

じ
て
許
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
回
の
資

料
で
示
さ
れ
た
「
床
下
浸
水
わ
ず
か
六

戸
」
の
根
拠
を
、
湯
谷
川
根
本
改
修
を
望

む
関
係
者
が
納
得
い
く
説
明
を
求
め
る
。

都
市
建
設
部
長

　

水
害
解
消
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、

平
成
十
一
年
に
「
出
雲
市
市
街
地
水
害
解

消
対
策
実
施
本
部
」
を
置
き
、
市
内
内
水

処
理
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
平
田
湯

谷
川
水
系
の
床
下
浸
水
六
戸
は
、
こ
の
実

施
本
部
が
平
成
十
七
年
を
含
め
、
二
、
三

年
の
実
績
と
し
て
ま
と
め
た
浸
水
家
屋
で

す
。
こ
の
数
字
は
平
田
支
所
か
ら
提
供
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、
県
の
管
理
河
川
の
改
修

が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
利

用
形
態
や
浸
水
被
害
、
家
屋
数
な
ど
考
慮

し
、
緊
急
性
の
高
い
地
区
で
側
溝
改
修
や

調
整
池
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

浸
水
家
屋
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　まもなく開業百年を迎える一畑電車は、松江市と出雲市を東西
に結ぶ北松江線と大社線の２路線をもつ、地域の大切な公共交通
機関です。
　自動車の普及などに伴い、電車の利用者は年々減ってきていま
すが、電車は地域の重要な社会基盤であり、事業者の自助努力と国、
県、市の適切な関与により存続すべきとの提言を踏まえ、従来の
欠損補助支援を廃止し、平成 18 年度から島根県・松江市・出雲市による運行の安全性確保などに対す
る支援を行っています。
　市議会では、総合交通対策特別委員会を設置し、松江市議会と「一畑電車沿線議員連絡協議会」を組
織し、調査研究を行っています。
　現在公開中の映画「ＲＡＩＬＷＡＹＳ」は、全国の鉄道・映画ファンの注目を集め、また予定される
出雲大社本殿大屋根の特別拝観など、今年は観光客の利用増も期待されています。

一畑電車について

一畑電車の経営状況 （単位：千人、千円） （単位：千円）一畑電車に対する支援状況

▲は、マイナスをあらわしています。

平　成
18 年度

平　成
19 年度

平　成
20 年度

平　成
21 年度

年間輸送人員数 1,431 1,4711,408 1,398

経 常 損 益 ▲237,384 ▲207,366▲245,805 ▲237,134

特 別 利 益 302,277 326,294348,570 331,719

特 別 損 失 81,561 99,200100,430 100,194

税引前損益 ▲16,668 19,735335 ▲5,609

平　成
18 年度区　分 区　分 平　成

19 年度
平　成
20 年度

平　成
21 年度

出 雲 市 111,648 149,269105,813 114,273

松 江 市 59,540 79,79356,480 61,256

島 根 県 175,106 186,396140,241 154,650

　 国 　 11,428 33,06617,150 29,148

合 　 計 357,722 448,524319,684 359,327

出水時の国富郵便局付近

一般質問

木
佐
　宏

出
雲
市
内
の
内
水
処
理
計
画

　
見
直
し
に
疑
問
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神戸川発電用水検討協議会が発足しました

会　

長

副
会
長

副
会
長

会　

員

寺
田　

昌
弘

米
山　

広
志

山
根　

貞
守

板
垣　

成
二

狩
野　

正
文

木
佐　
　

宏

大
国　

陽
介

多
々
納
剛
人

川
上　

幸
博

福
代　

秀
洋

高
野　

成
俊

広
戸　

恭
一

直
良　

昌
幸

坂
根　
　

守

板
倉　

明
弘

萬
代　

弘
美

勝
部　

順
子

山
代　

裕
始

宮
本　
　

享

多
久
和
康
司

荒
木　
　

孝

長
廻　

利
行

古
福　

康
雅

珍
部　

全
吾

杉
谷　

寿
之

神
戸
川
発
電
用
水
検
討
協
議
会

潮発電所（美郷町）

第１回の会議の様子

　中国電力株式会社は、神戸川の上流にある来島ダム（飯南町）から分水して、潮発電
所（美郷町）に送水し、発電を行っています。発電に用いた水は、その後、江の川に放水
されています。
　この神戸川の発電用水利使用については、昭和２９年から島根県知事の許可を受け、
昭和５８年において、さらに３０年間の更新許可を受けています。その際、島根県知事、
出雲市長、頓原町長、佐田町長、大社町長、中国電力社長の６者で、確認書を締結して
おり、この期限が平成２５年で満了となります。
　このことから、市議会ではこの発電用水利使用による神戸川下流域、十間川及び神西
湖の環境問題あるいは農業用水などの水資源の問題について、調査研究するために、神
戸川発電用水検討協議会（２５名で構成）を設置して、具体的に調査・研究することとし
ました。
　６月２５日に、第１回の会議を行い、会長と副会長の選出と、今後の計画などにつ
いて、協議しました。

うしお
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　市政について､議会に対し要望する制度として、請願と陳情があります。
　請願には､その趣旨に賛成する市議会議員の紹介（署名または記名押印）が必要です｡
提出された請願は､本会議と委員会で審議されます。
　請願を提出するときは､日本語で､請願の趣旨、提出年月日､請願者の住所､氏名（法人の
場合は、その名称と代表者の氏名）などを書いて､押印のうえ議会事務局に提出してくだ
さい。
　なお、請願の提出は、定例会開会の１週間前議会運営委員会の前日の正午を締め切りと
しています｡この期限を過ぎたものは、次の定例会で審議されることになります。
　陳情は､紹介議員が不要なことを除き､手続き、審議方法とも請願と同じです。

請願・陳情

※詳しくは、出雲市議会事務局までお問い合わせください。　　　　 （電話：21-6579）

※放送時間は予告なく変更になる場合があります。
※一般質問と委員長報告は、毎定例会に行います。

　委員会は､原則公開で行っています。
　（ただし､委員長の判断により非公開とする場合があります。）

議会傍聴にいらっしゃいませんか

出雲市議会本会議はケーブルテレビで放送しています

◆ 本会議の傍聴
　本会議には、年４回（３月、６月、９月、12月）開かれる定例会と､必要に応じて開か
　れる臨時会があります。
　本会議は、原則公開で行われます。
　住所、氏名を書いていただくだけで傍聴できますので、お気軽にお出かけください。

　出雲市議会の市長施政方針、会派代表質問、一般質問、最終日委員長報告の模様は、
ケーブルテレビで放送していますので、ぜひご覧ください。

◆ 委員会の傍聴

録画放送
（出雲ケーブルビジョン17：00～、ひらたCATV18：00～）

放送対象 放送時間（いずれも放送対象の開催当日）

生放送（10：00～）、再放送（18：00～）
市長施政方針、会派代表
質問、一般質問

最 終 日 委 員 長 報 告
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出
雲
市
は
「
誇
れ
る
出
雲
市
、
私
た
ち

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
二
年
後
の

平
成
二
十
四
年
度
制
定
予
定
の
「
出
雲
市

自
治
基
本
条
例
」
を
、
「
住
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
、
「
わ
か
り
や
す
い
市
政

の
運
営
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
先
進
地
の
西
伊
豆
町
、

厚
木
市
、
大
和
市
の
行
政
視
察
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

西
伊
豆
町
に
お
い
て
は
、
簡
素
で
効
果

的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
「
夕
陽

の
町
西
伊
豆
町
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
期
間

と
し
た
「
西
伊
豆
町
行
政
改
革
大
綱
」
と

大
綱
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示

し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標

に
対
し
て
、
毎
年
度
達
成
状
況
の
公
表
が

さ
れ
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を

行
っ
た
時
に
は
速
や
か
に
そ
の
内
容
の
公

表
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
町

民
の
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ
て
行
動

す
る
協
働
事
業
で
あ
り
、
協
力
と
参
加
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
雲
市
は
、
大
社
漁
港
に
水
産
振
興
や

地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
た
め
に
新
し
い

「
水
産
物
産
地
市
場
」
を
整
備
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
東
北
有
数

の
漁
港
で
あ
る
青
森
県
八
戸
市
の
「
魚
市

場
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

八
戸
漁
港
で
も
漁
獲
量
が
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
施
設
の
老
朽
化
や
安
全
安

心
と
い
う
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
水
産
関
係
者
と
行
政
で
組
織
さ
れ
た

「
八
戸
漁
港
検
討
会
議
」
で
今
後
の
漁
港

の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
産
地
市
場
機
能
の
集
約
と
漁
船
漁
業

改
革
の
た
め
に
、
①
漁
船
漁
業
の
再
生
に

向
け
た
取
組
み
支
援　

②
魚
市
場
の
衛
生

高
度
化
及
び
効
率
化
支
援　

③
水
産
物
の

加
工
流
通
促
進
支
援
な
ど
の
取
組
み
が
さ

れ
、
衛
生
管
理
型
の
魚
市
場
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
雲
市
内
の
「
水
産
物
産
地
市
場
」
に

お
い
て
も
、
八
戸
漁
港
と
同
様
に
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
安
全
安
心
な
生
産
履
歴
の

あ
る
魚
、
魚
価
の
安
定
が
図
ら
れ
る
施
設

建
設
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

拠
点
施
設
整
備
が
漁
業
の
担
い
手
の
確
保

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
水
産
振
興
が
図

ら
れ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

（
川
上
幸
博
　
記
）

　

厚
木
、
大
和
両
市
で
は
、
若
者
の
意
見

を
く
み
あ
げ
る
な
ど
、
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
出
雲

市
も
参
考
に
す
べ
き
と
認
識
し
ま
し
た
。

（
曽
田
盛
雄
　
記
）静岡県西伊豆町で説明を受ける

青森県八戸市から説明を受ける

行政視察報告

視
察
報
告

視
察
報
告

総
務
委
員
会

五
月
十
七
日
〜
五
月
十
九
日

行
政
改
革
と
自
治
基
本
条
例
を
調
査

環
境
経
済
委
員
会

五
月
十
日
〜
五
月
十
二
日

八
戸
市
の
魚
市
場
を
調
査
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採決の結果
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議第２１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同第　１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同第　２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第　１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第２号 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ● ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

陳情第1号の1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第1号の2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第２号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ● ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○：賛成、●：反対、－：棄権、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。
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採決の結果

番  号 件　　　　   名 審議結果 賛
成
反
対

平成22年度（2010）第１回定例会

承第　１号 専決処分の承認について（平成21年度（2009）出雲市一般会計第７回補正予
算） 承 認 33 0

承第　２号 専決処分の承認について（出雲市税条例の一部を改正する条例） 承 認 30 3
承第　３号 専決処分の承認について（出雲市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承 認 33 0
承第　４号 専決処分の承認について（出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承 認 30 3

承第　５号 専決処分の承認について（平成22年度（2010）出雲市一般会計第１回補正予
算） 承 認 33 0

議第　１号 平成22年度（2010）出雲市一般会計第２回補正予算 原案可決 29 4
議第　２号 出雲市安全で安心なまちづくり条例の一部を改正する条例 原案可決 33 0

議第　３号 出雲市一般職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び出雲市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 33 0

議第　４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例 原案可決 33 0

議第　５号 地域の振興を促進するための固定資産税の課税免除等に関する条例の一部を
改正する条例 原案可決 33 0

議第　６号 出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 33 0
議第　７号 出雲市スポーツ施設条例の一部を改正する条例 原案可決 33 0
議第　８号 出雲市食育のまちづくり条例の一部を改正する条例 原案可決 33 0
議第　９号 出雲市新築住宅に対する固定資産税の課税免除に関する条例 原案可決 33 0
議第１０号 出雲市定住自立圏形成方針について 原案可決 30 3
議第１１号 出雲市・斐川町合併協議会規約の変更について 原案可決 33 0
議第１２号 出雲市・斐川町南神立橋区間管理協議会規約の変更について 原案可決 33 0
議第１３号 辺地に係る総合整備計画の変更について 原案可決 33 0
議第１４号 公有水面埋立に関する意見について 原案可決 33 0
議第１５号 農業担い手法人化促進資金の返還免除について 原案可決 33 0
議第１６号 農業担い手法人化促進資金の返還免除について 原案可決 33 0
議第１７号 農業担い手法人化促進資金の返還免除について 原案可決 33 0
議第１８号 出雲市畜産経営維持緊急支援資金の返還免除について 原案可決 33 0
議第１９号 出雲市畜産経営維持緊急支援資金の返還免除について 原案可決 33 0
議第２０号 市道路線の廃止について 原案可決 33 0
議第２１号 市道路線の認定について 原案可決 33 0
同第　１号 出雲市教育委員会委員の任命について（石原俊太郎氏） 同 意 33 0
同第　２号 出雲市固定資産評価員の選任について（玉木良夫氏） 同 意 33 0
諮第　１号 人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（佐藤妙子氏） 同 意 33 0
請願第１号 全額国庫負担による最低保障年金制度の早期実現を求める請願（意見書提出） 不採択 30 3
請願第２号 子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める請願　 趣旨採択 29 4

請願第３号 日米ＦＴＡ（自由貿易協定）および日豪ＥＰＡ（経済連携協定）交渉に対する意
見書の提出を求める請願 採 択 28 2

陳情第1号の1 出雲市農業振興施策確立に関する陳情（給食における地元食材の更なる使用および米粉の需要拡大） 採 択 31 0

陳情第1号の2 出雲市農業振興施策確立に関する陳情（燃料価格高騰対策、農地利用集積円滑化団体の農地維持・保全管理について） 採 択 30 1

陳情第２号 斐伊川放水路の高水敷等にジョギング、陸上競技用のトレーニング等に活用出
来るコースの設置を求める陳情 採 択 32 1

意見書第1号 日米ＦＴＡ（自由貿易協定）、日豪ＥＰＡ（経済連携協定）に対する意見書 原案可決 29 2
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議会活動・編集後記

議会に関してのお問い合わせは

〒693-8530　出雲市今市町70

出雲市ホームページの中の  出雲市議会  をクリック

TEL：（0853）21-6579
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/

メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

FAX：（0853）21-6251

出雲市議会事務局

議会活動 (4月～6月に開催された会議）

4月  2日(金)
4月  6日(火)
4月14日(水)
4月19日(月)
4月20日(火)
4月22日(木)
23日(金)

4月28日(水)
4月30日(金)

5月13日(木)
5月20日(木)
5月26日(水)
27日(木)

広報委員会
広報委員会
文教厚生委員会協議会
出雲・斐川合併特別委員会
理事会

中国市議会議長会定期総会

環境経済委員会協議会
議会運営委員会
全員協議会
出雲・斐川合併特別委員会
文教厚生委員会協議会
全国自治体病院経営都市議会協議会定期総会
出雲・斐川合併特別委員会

全国市議会議長会定期総会
 

5月28日(金)
5月31日(月)
6月  1日(火)
6月  2日(水)

6月  7日(月)

6月14日(月)
6月15日(火)
6月16日(水)
6月23日(水)
6月25日(金)

6月28日(月)

人権同和問題議員研修会
議会運営委員会
建設水道委員会協議会
全員協議会
理事会
議会運営委員会
全員協議会
全員協議会
総合交通対策特別委員会
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
議会運営委員会
全員協議会
神戸川発電用水検討協議会
文教厚生委員会協議会

広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

原
　
　
隆
利

飯
塚
　
俊
之

板
垣
　
成
二

狩
野
　
正
文

小
村
　
吉
一

山
根
　
貞
守

川
上
　
幸
博

広
戸
　
恭
一

直
良
　
昌
幸

勝
部
　
順
子

多
久
和
康
司

古
福
　
康
雅

坂
根
　
　
守

山
代
　
裕
始

編
集
後
記

　
時
折
、
晴
間
も
あ
り
ま
す
が
典
型
的
な

梅
雨
空
が
続
き
ま
す
。
九
州
地
方
を
は
じ

め
全
国
的
に
お
い
て
、
長
雨
や
ゲ
リ
ラ
的

な
豪
雨
が
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
今
の
と
こ
ろ
出
雲
市
内
に
お
い
て

は
大
き
な
被
害
も
無
く
何
よ
り
も
有
難
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
終
戦
の
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
五
年
目

の
今
年
の
夏
は
、
斐
川
町
と
の
合
併
協
議

会
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
国
内
に

お
い
て
は
、
家
畜
の
口
蹄
疫
の
発
生
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
善
戦
し
た
日
本
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
、
改
選
を
迎
え
た
参
議
院
選

挙
、
大
相
撲
界
の
野
球
賭
博
事
件
な
ど
、

話
題
も
豊
富
な
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
さ
き
の
大
戦
に
よ
る
、
あ

ま
た
先
人
の
貴
い
犠
牲
を
胸
に
、
「
復
興

日
本
」
の
悲
願
を
達
成
し
、
今
踊
り
場
に

立
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
市
議
会
も
厳
し
い

行
財
政
運
営
の
続
く
中
、
「
地
域
再
生
」

に
向
い
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
六
月
定
例
議
会
の
様
子
を

中
心
に
本
紙
21
号
を
編
集
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員

直
良
昌
幸

　条例や予算など議会が議決すべき事項について、特に緊急を要する
ため、時間的に議会を開く余裕がないときなどに、市長が議会に代わっ
て決定することをいいます。
　専決処分したときは、次の議会で必ず承認を得ることとされています。

専 決 処 分

いずも市議会だより　21号

議会一口メモ


